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◆地域ぐるみで話し合い、今できることを考えた

～子育てサロンの取り組みより～

眞野憲昭氏【吉祥院学区社会福祉協議会会長】

◆みんなで考え、みんなで分担

～チラシによる情報発信と作品展示～

山田万里子氏【山王学区社会福祉協議会会長 】

◆コミュニティーカフェほっこりの活動を通して考えた

～地域住民への生活応援策～

小林 栄一氏

【ＮＰО法人東九条地域活性化センター代表理事】

コロナ禍における活動推進の工夫



地域ぐるみで話し合い、

今できることを考えた

～子育てサロンの取り組みより～

吉祥院学区社会福祉協議会

会長 眞野 憲昭



＜本日の内容＞

１．重点目標の設定に向けた動き

２．事業の再開に向けて

３．今後の展開



①話し合う・学び合う機会を増やし、委員同士で問題を

共有化する

②地域にある福祉施設や関係機関と連携した運営

③学区民みんなが集まれ楽しめるイベントの開催

１．重点目標の設定に向けた動き

【吉祥院学区第4期重点目標】



〇検討会の様子



〇子育てサロン

・子育てネットワークより各児童館、保育所（園）での

対応策の共有

・検温、換気、消毒の徹底

・連絡先の記録、密を避けるため上限数の設定 など

２．事業の再開に向けて





「今まで通りとはいかないが、

このままずっと休止はできない。

最大限の対策を行い再開したい。」

〇活動に対する思い



〇お楽しみ会

吉祥院小学校３年生や吉祥院こども園とのふれあい交流

↓ コロナウイルスの影響で中止

10月より新しい生活様式を取り入れた形で再開

・短時間の集いの場

・多職種の講話やDVD鑑賞

・入館時の検温・消毒、体調の変化について記録化

・席配置の変更

・お茶菓子を持ち帰れるよう個包装で配布 など



３．今後の展開

・地域のつながりには、ネットワークづくりが必要

・目標づくりと具体的な活動を推進する

・近い将来の地域（学区）の姿を描いていく

情報の共有と連携、活動の見直しで
地域の活性化を図る



「誰もが取り残されない

福祉のまち吉祥院」の推進

吉祥院学区第４期スローガン



みんなで考え、みんなで分担
～チラシによる情報発信と作品展示～

山王学区社会福祉協議会

会長 山田 万里子



＜これまでの活動一例＞

・広報紙の発行

・全戸訪問活動

・居場所づくり活動（陽だまり）

・ふれあい会食会

・おたっしゃクラブ など



・これまでの訪問活動の様子



学区事業の情報提供や特殊詐欺の注意喚起、
相談先の掲載



その他にも自宅で出来る筋トレや脳トレを掲載



山王学区７０歳以上の高齢者 ７００～８００名

独居高齢者 ４４８名

実態として
一人暮らしの高齢者

３５８名





居場所活動の作品展示会







これからについて・・・



コミュニティカフェほっこりの活動
を通して考えた

～地域住民への生活応援策～

NPO法人東九条地域活性化センター

代表理事 小林 栄一
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１．コミュニティーカフェほっこりとは？

２．コロナ禍での取組について

３．課題と今後の展望について



１．コミュニティカフェほっこりとは？

誰でも気軽に立ち寄って「ほっこり」できる場所

年齢や民族や価値観や心身の状態など、いろんな
「ちがい」を普通に出せる場所

街の人も、街に関わる人も、ふらっと通った人も、この
店はなんだろうと覗いてみたくなる場所

集まり、語り、楽しめる場所

私たちはそんな「ほっこり」したカフェを目指しています。



動画をご覧ください

―カフェの様子や活動内容など―



２．コロナ禍での取組について

活動中止から再開に向けて…



２．コロナ禍での取組について

新たな取組にもチャレンジ

ー 生活支援

“ほっこりマルシェ”の開催

ーオンラインを活用した情報発信

“ほっこりラジオ“やFacebookなどの活用



３．今の課題と今後の展望について

2021年2月9日

現在

1年後… 3年後…

2年後…

運営体制の構築

若い世代の活躍など

財政基盤の
強化



コミュニティカフェほっこりへのアクセス



ご清聴ありがとうございました


